
常念岳～蝶ヶ岳縦走   

                  2014.8/2～4 ６名で 

 

8/2（土）晴れ 一の沢登山口 8：00～9：45 烏帽子沢～11：45 胸突き八 

 丁（昼）12：10～14：30 常念小屋（泊）1 畳に２人の混みよう。 

8/3（日）6：15～7：50 常念岳（日本百名山、2857Ｍ）8：10～12：45  

蝶槍 12：50～13：30 蝶ヶ岳ヒュッテ（泊）１畳に１人ユックリ。 

8/4（月）7：05～9：50 まめうちたいら 10：05～11：50 三股駐車場 

 12：00～ホリデーユ四季の郷で入浴・昼食～15：00 ＪＲ豊科駅で解散 

 

人工内耳装用者６名での登山です。北海道のＡさん、大阪のＢさん、神奈川

のＣさん、埼玉のＤさん、Ｅさんの連合部隊。Ａ～Ｄさん達は毎年この時期に

山行をされている。そこにアシタ（人工内耳友の会）のＭＬで知り合い以降何

回か一緒に山行したＥさんと今回の計画を呼びかけて実現しました。私はＣ・

Ｄさんとは顔を合わせた事がありますが、Ａ・Ｂさんとは初顔合わせです。下

山口の三股駐車場が混みそうなので、Ｅさんが前夜三股駐車場にテント泊して

２日 6：50 に私と合流する。２台の車を置いて、妻の車で集合場所の常念岳一

の沢登山口へ向かう。Ａ～Ｄの４名は松本市内のホテルで前泊し穂高駅からタ

クシーで来た。7：45 に合流し、登山開始。胸突き８丁までは緩い傾斜で歩き

易く、水場が多いので助かる。今回のコースはどっち周りでも、通常は 1 泊                       



8 月 2 日常念小屋前で        2 日のコースを 2 泊なのでユックリ

歩ける。胸突き８丁から稜線までの急

登を何とか突破して常念小屋へ到着す

る。すでに沢山の登山者が居るし、常

念岳を登下行している姿も多い。1 畳

に２人の混みようである。ただ布団が

「寝袋」なので助かった。小屋からの

展望は槍の頭がチラット見えただけであまり良く無いのが残念。 

 

３日の天気に期待したが、予想外の曇り空。今回のコースでは今日晴れれば

他の日は雨さえ降らなければ良いと思っていたので、心外だ。 

常念小屋前から槍～北穂         ５時の槍ヶ岳 

  

常念岳からの展望と蝶槍から蝶ヶ岳ヒュッテまでの「槍～穂高連峰の大パノ

ラマ」を展望しながらの素晴らしさを見て貰いたかったのだ。 

 

    

 



南岳～北穂高岳（大キレット）         槍～中岳 

  

 

     雷鳥          横通岳～燕岳方面、奥右から鹿島槍、白馬岳、岩小屋沢岳、

針ノ木岳、剱岳、立山 

  

 

手前は喜作新道、北鎌尾根と槍    右から南岳、大キレット、北穂高岳、奥穂高岳、前穂高岳、   

キレット奥に白山も見えた 

  
       



常念山頂 

常念岳からの展望はまあまあ良かった

が、蝶槍からはガスで「槍～穂高連峰」

は下部しか見えない。ガスで濡れない

ように足早でヒュッテに向かう。早く

着いたのでユックリ歓談もできた。 

明日の朝に期待して早く休む。 

明るくなって外を見ると何と又ガスで雨具を着た姿が見える。ガックリ。出

発を遅らしてもガスが晴れればと思ったがダメッポイので雨具を上下着て下

山開始する。２日の朝までの天気予報とは変わってしまった。下山途中で松本

市のＴさんとすれ違う。「中村新道」についてメールで問い合わせがあったの

で、途中で会うとは予想していたが。明日は中村新道を歩いて、徳本峠小屋に

泊まり、島島谷へ下るとの事。登山口と駐車場間で熊が目撃されたとの事で歩

くのを躊躇しているグループがいたので、「大丈夫だから後ろからついてきた

ら」と言って笛を吹きながら進む。 

まめうちたいらにて             ゴジラの木 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



   ローマ字と韓国語が併記 

駐車場に着いたら私の車には「駐車

禁止」の張り紙が貼ってあり、フロ

ント左側のワイパーは曲げられて、

リアーワイパーは何と取られて無

い！通行に支障している訳ではな

いし、ひどい事をする。憤慨！ 

豊科駅で解散後、安曇野警察署に寄って「豊科警察署長」名の張り紙とワイパ

ーの件について問い合わせる。張り紙については今は「安曇野警察署」なので

「昔のを保存していた何者かが貼ったのでは？」と誠に歯切れの悪い答弁。結

局又三股駐車場へ警察官３名と向かい、現場検証をする。リアーワイパーは下

へ捨てられていた。一応？指紋も調べたが反応無。警察署に戻り、「器物損壊」

の被害届を提出して帰宅。なんと 19：00 になった。陰険でひどい事をする奴

がいる。腸が煮えかえる。後味の悪い山行になってしまったが、人工内耳装用

者同士の交流は深める事ができました。基本的に難聴者同士の上に汗に弱い、

人工内耳の「スピーチプロセッサ」（頭部につける聞き取りの機器）を取り外

して歩くので、手話とメモ書きでのコミュニケーションは大変でした。（私は

手話がまったくわからないし）私はなるべく機器を付けておこうとしたので、

汗で機器が故障してしまい、予備の古い機器を以降使用しました。 

お疲れ様でした。それにしても皆さんお元気です。私はこのユックリコースでも疲れま

した。年齢を感じる今日この頃です 


